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■ 会 長 報 告     副会長 伊藤 彰彦君         

本日は早川会長

がお休みのため代

理で挨拶させてい

ただきます。来年

の予行練習ですの

でよろしくお願い

いたします。 

 来年の 4月からの消費税増税に当たり、毎日

のように新聞やテレビで増税の話が出ていま

す。消費税増税についてはある程度国の借金を

考えた時、已むおえないものという国民のコン

センサスもできていたように思います。 

 国も消費税は「国民に広く浅く平等に課税で

きる」というキャッチフレイズで推し進めてい

たはずです。ところが、増税条件であった、国

会は自分たちの身を切る改革もせず、官庁は歳

出削減に努力することもなく、「公平」「平等」

を錦の旗印に低所得者の不公平感がないように

一時金を支給し、一方で年収 1200万以上の給

与所得者は所得控除額を減らして所得税をアッ

プする。更に段階的に 1000万円以上の者にも

課税拡大するとのことです。 

 しかし、よく考えていただきたいのは、そも

そも消費税増税目的は増加し続ける社会保障費

に充てることだったのではないでしょうか？そ

の社会保障の恩恵を受けるのは、高齢者であり

障害者、生活困窮者といわれる者のはずです。 

 その人たちを救うために皆で負担しようとい

うときに、所得の多い人は不公平だという理論

がどうして出てくるのか首をかしげないではい

られません。 

 高所得者は年金さえも、所得によっては保険 

 

料だけ多くとられて給付がされない状況です。 

 また、一方で低所得者が購入しやすい軽自動

車税を 1.5倍に引き上げるという 

ことも、自動車取得税廃止の代わりに実施する

ということです。これは、地方財政を維持する

ためとのことで、あたかも当然のごとく行いま

すが、そもそもが自動車購入時に消費税をか

け、取得税もとるという税法の基本である「一

物一課」の原則に反したことを導入したからこ

ういう訳のわからない論議になったのだと思い

ます。 

 低所得者の話に戻しますが、最近ある会で生

活困窮者の支援団体の NPOポポロの代表鈴木さ

んという方と生活困窮者の実態を話すことがあ

ります。彼が言うには、生活困窮者の大半がそ

もそも働く意欲そのものがない。でも、餓死す

ることもなく生きていける。多くを望まなけれ

ば不自由でもない。こんな人たちが多いとのこ

とです。こうした人たちを、行政は税金を投入

して自分たちは動かず、こうした NPOのような

団体に補助金を湯水のごとく垂れ流しているの

が実態です。これでは、いつまでたっても、生

活保護受給者は増加の一途をたどるでしょう。

一生懸命働いている人間から税金を取って、働

く意欲のない人を増やすことが本当の平等か、

企業経営者の立場からもっと積極的に意見をい

って、日本の将来を託す若者が夢を負える様な

仕組みにしたいと一緒に考えていきませんか？ 

 本日は「公平」「平等」の言葉の意味をでた

らめな税務政策を例に話させていただきまし

た。 
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■ 幹 事 報 告           松浦 正秋君 

 第２６２０地区より 

２０１３-１４年度地区大会開催の案内が

届いております。 

２０１４年２月８日（土）・２月９日（日）

／ホテルセンチュリー静岡 

 第２６２０地区より 

短期（下記）交換学生募集の案内が届けい

ております。 

 公益財団法人米山記念奨学会より 

ハイライトよねやま 165 号が届いており

ます。 

 藤枝市社国際友好協会より 

広報紙が届いております。 

 一般社団法人ロータリーの友事務所より 

事業報告書が届いております。 

 ザ・ロータリアン誌１２月号が届いており

ます。 

■ 出 席 報 告        富澤 賢一君        

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

36／45 80.00％ 36／45 80.00％ 

 (１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○池ヶ谷君 ○小池君 ○富澤静君 ○早川君 

○望月君 ○渡邊博君 川口君 寺田君  

藪崎君 

(２)メークアップ者 

山田 壽久君（焼津南）渡辺 哲朗君（焼津南） 

森竹 正晃君（焼津南）富澤 静雄君（焼津南） 

■ スマイル B O X        富澤 賢一君 

 女房の誕生祝いありがとうございました。

とても喜んでもらえました。ありがとうご

ざいます。          鈴寿幸君 

 久々の出席なのでお礼が遅くなってしまい

申し訳ありません。会員誕生日のプレゼン

トありがとうございます。１１月２７日で

４６才になりました。すべてに全力でがん

ばる１年にしたいと思います。 桑原茂君 

スマイル累計額  ３１４，０００円 

 

■ 会 員 卓 話                         

「自転車事故の実態について」 小山 明良君 

私の職業は保険代理店業で、損害保険、生命保

険を取り扱っています。 

皆様へのお役立ち情報として今日は、自転車事

故の実態についてお話したいと思います。 

自転車は皆様の家庭でも、皆様の会社の社員

の家庭にも手軽な乗り物として必ずありますね！ 

今その自転車での事故が多く、その上高額な賠

償保障の事故例が出ています。 

静岡県の自転車事故に関する統計においては、

事故全体のうち自転車事故の比率は１５％と出

ていますが、統計に表れない数値、つまり警察に

届けられない件数を含めると相当多いと思われます。 

私のところでも、いつも数件の自転車の事故例

を抱えており、保険に入っていないため示談に

時間がとられています。今は弱者であっても過

失はとられますので、気をつけていただきたい

と思います。 

高額な賠償額の実例としては、平成２０年９月

に起きた当時１１歳の少年が坂道で５７歳の女

性をはね頭部等を骨折させ今まだ意識が戻らな

い事故があります。判決では 9,500 万円の損害

賠償がその母親４０歳に監督不行き届きという

ことで命じられました。 

その内訳は将来の介護費用、3,940 万円、逸失利

益、2,190 万円、慰謝料、2,800 万円等となって

います。その他高校生の事故等で 9,226 万円、

5,000 万円の事故例もあり、静岡県でも 3,000 万

円の例もあります。 

このような事からも是非保険を手当てするよう

に社員の方々にもお話し下さい。 

保険としては個人賠償責任保険で示談付きが

良く、傷害保険や自動車保険にプラスする方法

が良いと思います。保障無制限でも年間 1,500円

位です。 

また今年 12 月 1 日から自転車の走行は左側通

行と義務づけられました。違反した場合 3 か月以

下の懲役または 5 万円以下の罰金と決まりました。 

相変わらず「ながら運転」の若者が増えています。

自転車に乗る時も、歩いているときもお互いに

事故にあわないように気をつけましょう。 
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「混迷する 

   印刷業界」             

 

小林 正敏君 

 

 

・ ２０００年というミレミアムを迎えるに

あたって印刷業界はグーテンベルグの印

刷機の発明以来の成功体験を引きずって

は先行きが不透明であることが明らかに

なった。 

・ それは IT 化の急速な進展と環境問題に纏

わる紙の不要論に根拠がある。 

・ 確かに印刷業界は１０年ほど前ピーク時

で８兆円規模の産業であったが昨年度は

５兆円を割り込み数年後には４兆円も割

り込むのではないかと言われている。 

・ 業者の数も比例して大幅に減少している。 

・ 印刷をメディアの一つとして捉えれば

我々印刷業は情報産業として限りなくマ

ーケットの広がる産業と成り得る。 

・ 故に社名変更（共立アイコム）を行い内外

ともに向かうべき方向性を確認した。 

・ しかし、理想とする業態変革には大変なエ

ネルギーを要する。特に人材の養成である。

社員教育は手間暇の係る作業である。だが、

諦めずに継続しなければならない。 

・ 現状それなりの機械設備を所有するがゆ

えに大胆な変革を遅らせている。 

理想とする業態を目指して如何に短期間

でランディングするか、ソフトランディン

グの道を歩むしか無い。 

脅威 

・大手業者や大手広告代理店との競合 

・ 印刷通販の台頭 

・ PMC 

・ 官公需入札「競り下げ方式」 

現時点での課題と目標とすべき方向性 

・ IT化への取り組みがどこまでできるか。 

・ 市場（エリア）については東京市場で如何

にシェア拡大ができるか。 

・ 矛盾するが地域（静岡・藤枝）において地

域活性化のプロモーターとなれるか。 

・ また、情報発信（むるぶ・ぶらりっと）の

キーステーションとなれるか。 

・ 農と食の分野へどこまで関われるか。 

■ 今週の一言           殿村 元二郎君 

【私の欲しいもの】 

近く会社の第一線から引退したいと思ってい

ます。 

一昨年の９月に島田ゴルフ場 朝一番 ティシ

ョトを打った後２打目を打とうとしたとき心臓

が急激に鼓動したのでリタイヤし 緊急で藤枝

市立病院に入院しました、３週間入院で無事退

院しましたがゴルフプレーは自重するようにと

のことです。他に趣味のない私にとって不満が

溜まっています、近く現役を引退したら無理を

しない程度でまたゴルフを始めたいと思ってい

ます。健康な体が１日も長く続くことを切望し

ています。 
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